
(57)【要約】

【課題】　本発明は、一種の割に大きい且つ操作に便利

な稼動アームの操作空間を有する電気コネクタを提供す

ることを目的とする。

【解決手段】　本発明の電気コネクタは、チップモジュ

ールと回路基板とを電気的に接続することに用いられ、

回路基板に取付けられるベースと、ベースの一端に可動

的に枢設蓋体と、前記の蓋体をベースに押さえる稼動ア

ームと、を備える。前記稼動アームは、接続部と、接続

部の末端が曲げることによって形成する曲がり部と、曲

がり部の末端から伸びる操作部とを含み、前記稼動部が

押圧部を動かすために水平位置と垂直位置の間で回転で

き、前記蓋体に押圧部と結合する鉤が設けられる。その

中、曲がり部と操作部の平面が接続部と枢設部の平面に

対して傾斜して伸び、電気コネクタの閉じる時、操作部

と回路基板の距離を接続部と回路基板より大きくさせる

。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 用 い ら れ る 電 気 コ ネ ク タ で あ
っ て 、
　 回 路 基 板 に 取 付 け ら れ 、 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル を 搭 載 す る こ と に 用 い ら れ る ベ ー ス と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ る 蓋 体 と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ た 枢 設 部 と 枢 設 部 か ら 延 び る 稼 働 部 を 含 む 稼 働 ア ー ム と 、 を
備 え 、
　 前 記 稼 働 部 は ま た 接 続 部 と 曲 が り 部 及 び 操 作 部 を 含 み 、 前 記 電 気 コ ネ ク タ が 閉 じ る 時 、
操 作 部 と 回 路 基 板 の 間 の 距 離 が 接 続 部 と 回 路 基 板 の 距 離 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 電 気
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 稼 働 部 の 曲 が り 部 は 半 円 形 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電
気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 操 作 部 は 接 続 部 と 平 行 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 曲 が り 部 は 接 続 部 と 枢 設 部 の 平 面 に 対 し て 回 路 基 板 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 伸 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ベ ー ス は 稼 働 ア ー ム の 接 続 部 と 結 合 し て い る 鉤 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 用 い ら れ る 電 気 コ ネ ク タ で あ
っ て 、
　 回 路 基 板 に 取 付 け ら れ 、 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル を 搭 載 す る こ と に 用 い ら れ る ベ ー ス と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ る 蓋 体 と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ た 枢 設 部 と 枢 設 部 か ら 延 び る 稼 働 部 を 含 む 稼 働 ア ー ム と 、 を
備 え 、
　 稼 働 部 に 枢 設 部 か ら 延 び る 接 続 部 と 前 記 接 続 部 を 曲 げ る こ と に よ っ て 形 成 し た 操 作 部 が
設 け ら れ 、 前 記 電 気 コ ネ ク タ を 閉 じ る 時 、 操 作 部 に お い て 、 操 作 部 と 回 路 基 板 の 間 の 距 離
が 接 続 部 と 回 路 基 板 の 間 の 距 離 よ り 大 き い 点 が 少 な く と も 一 つ あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 稼 働 部 は ま た 接 続 部 と 操 作 部 を 接 続 し て い る 曲 が り 部 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 稼 働 部 の 曲 が り 部 は 半 円 形 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 電 気
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 操 作 部 は 接 続 部 と 平 行 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 曲 が り 部 は 接 続 部 と 枢 設 部 の 平 面 に 対 し て 回 路 基 板 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 伸 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ベ ー ス は 稼 働 ア ー ム の 接 続 部 と 結 合 し て い る 鉤 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 用 い ら れ る 電 気 コ ネ ク タ で あ
っ て 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-335437 A 2004.11.25



　 回 路 基 板 に 取 付 け ら れ 、 チ ッ プ モ ジ ュ ー ル を 搭 載 す る こ と に 用 い ら れ る ベ ー ス と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ る 蓋 体 と 、
　 ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ 、 枢 設 部 と 枢 設 部 か ら 延 び る 稼 働 部 を 含 む 稼 働 ア ー ム と 、 を
備 え 、
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ が 閉 じ る 時 、 稼 働 部 の 平 面 が 回 路 基 板 の 平 面 と 傾 斜 し て 交 わ っ て い る
こ と を 特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 稼 働 部 は ま た 接 続 部 と 曲 が り 部 及 び 操 作 部 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
２ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 稼 働 部 の 曲 が り 部 は 半 円 形 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の
電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 操 作 部 は 接 続 部 と 平 行 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 曲 が り 部 は 接 続 部 と 枢 設 部 の 平 面 に 対 し て 回 路 基 板 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 伸 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ベ ー ス は 稼 働 ア ー ム の 接 続 部 と 結 合 し て い る 鉤 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ２ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 種 の 電 気 コ ネ ク タ に 関 し 、 特 に Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電
気 的 に 接 続 す る た め に 用 い ら れ 、 且 つ 、 よ り 良 好 な 操 作 性 能 を 持 っ て い る 電 気 コ ネ ク タ に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｌ Ｇ Ａ コ ネ ク タ は Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 通 常
に 使 わ れ 、 且 つ 、 該 電 気 コ ネ ク タ と チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と の 間 に 押 え 方 式 で 二 者 の 導 電 部 材
の 接 触 を 達 成 し 、 且 つ 、 二 者 の 安 定 的 電 気 的 な 接 続 を 達 成 す る 。 相 関 す る 技 術 は 非 特 許 文
献 １ を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 従 来 の Ｌ Ｇ Ａ 電 気 コ ネ ク タ ７ は ベ ー ス ７ １ と 、 該 ベ ー ス ７ １ の 外 囲
に 設 置 さ れ る 筐 体 ７ ２ と 、 ベ ー ス ７ １ に 回 転 可 能 に 枢 設 さ れ る 蓋 体 ７ ２ と 、 蓋 体 ７ ２ を ベ
ー ス ７ １ に 押 さ れ る 稼 動 ア ー ム ７ ３ と を 備 え る 。 前 記 稼 動 ア ー ム ７ ３ に 枢 設 部 ７ ３ １ と 押
圧 部 ７ ３ ２ 及 び 稼 動 部 ７ ３ ３ を 含 め る 。 前 記 稼 動 部 ７ ３ ３ は 押 圧 部 ７ ３ ２ を 動 か す た め に
水 平 の 位 置 と 垂 直 の 位 置 の 間 に 回 転 さ れ 、 蓋 体 ７ ２ に 押 圧 部 ７ ３ ２ と 結 合 す る 鉤 ７ ２ １ が
設 け ら れ る 。 Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル は 電 気 コ ネ ク タ ７ に 取 り 付 け ら れ た 後 、 蓋 体 ７ ２ を
閉 じ 、 且 つ 、 稼 動 部 ７ ３ ３ を 動 か し 、 押 圧 部 ７ ３ ２ を 蓋 体 ７ ２ の 鉤 ７ ２ １ に 押 さ せ 、 Ｌ Ｇ
Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 電 気 コ ネ ク タ ７ の 間 の 固 着 力 を 保 証 し 、 そ こ で 、 両 者 の 間 で し っ か
り と 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 保 証 す る こ と に な る 。 相 関 す る 技 術 は 特 許 文 献 ２ を 参 照 す る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 電 気 コ ネ ク タ ７ が 閉 じ て い る 時 、 稼 動 ア ー ム ７ ３ の 稼 動 部 ７ ３ ３ が 水 平 の 位 置
に あ っ て 、 そ れ と 回 路 基 板 の 間 の 距 離 は と て も 小 さ い 、 そ こ で 、 操 作 者 が 手 で 稼 動 部 ７ ３
３ を 起 こ す 時 、 操 作 の 空 間 が 小 さ い の で 、 操 作 者 の 指 が 回 路 基 板 あ る い は 他 の 電 気 素 子 に
容 易 に 触 れ ら れ る の で 、 操 作 に 不 便 で あ る 。 前 記 の 欠 点 を 克 服 す る た め に 一 種 の 新 式 の 電
気 コ ネ ク タ を 設 計 す る の は 必 要 で あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 ノ ン リ ニ ア 　 ア ナ ラ シ ス 　 ヘ ル プ ス 　 デ ザ イ ン 　 エ ル ジ ー エ ー 　 コ ネ
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ク タ （ Nonlinear Analysis Helps Design LGA Connector） 」 ” 、 ［ online］ 、 ２ ０ ０ １
年 ２ 月 、 コ ネ ク タ 　 ス ペ シ フ ァ イ ア （ CONNECTOR SPECIFIER）
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ８ ５ ３ ２ ０ ２ ０ ０ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 一 種 の イ ジ ェ ク ト 機 構 の カ ム レ バ ー 自 由 端 の 運 動 に 制 限 さ れ て 、 か つ 構 成 が 簡
単 な 記 憶 カ ー ド コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ は チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 用 い
ら れ 、 回 路 基 板 に 取 付 け ら れ る ベ ー ス と 、 ベ ー ス の 一 端 に 可 動 的 に 枢 設 蓋 体 と 、 前 記 の 蓋
体 を ベ ー ス に 押 さ え る 稼 動 ア ー ム と 、 を 備 え る 。 前 記 稼 動 ア ー ム に 接 続 部 と 、 接 続 部 の 末
端 が 曲 が る こ と に よ っ て 形 成 す る 曲 が り 部 と 、 曲 が り 部 の 末 端 か ら 伸 び る 操 作 部 と を 含 め
、 前 記 稼 動 部 が 押 圧 部 を 動 か す た め に 水 平 位 置 と 垂 直 位 置 の 間 で 回 転 で き 、 前 記 蓋 体 に 押
圧 部 と 結 合 す る 鉤 が 設 け ら れ る 。 Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル が 電 気 コ ネ ク タ に 取 り 付 け ら れ
る 時 、 蓋 体 を 閉 じ 且 つ 稼 動 部 を 動 か し 、 押 圧 部 を 蓋 体 の 鉤 に 押 さ え 、 Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ
ー ル と 電 気 コ ネ ク タ の 間 の 固 着 力 を 確 保 し 、 そ こ で 、 両 者 の 穏 定 的 に 電 気 的 に 接 続 す る こ
と を 確 保 す る 。 そ の 中 、 曲 が り 部 と 操 作 部 の 平 面 が 接 続 部 と 枢 設 部 の 平 面 に 対 し て 傾 斜 し
て 伸 び 、 電 気 コ ネ ク タ の 閉 じ る 時 、 操 作 部 と 回 路 基 板 の 距 離 を 接 続 部 と 回 路 基 板 よ り 大 き
く さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 技 術 と 比 べ て 、 本 発 明 の 利 点 に 電 気 コ ネ ク タ が 閉 じ る 時 、 操 作 部 と 回 路 基 板 の 距
離 が 接 続 部 と 回 路 基 板 よ り 大 き く さ れ 、 そ こ で 、 稼 動 部 の 操 作 空 間 を 増 し 、 操 作 に 便 利 で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ と 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ １ は 表 面 押 さ え の 形 式 で Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ
モ ジ ュ ー ル ５ と 回 路 基 板 ６ を 電 気 的 に 接 続 し 、 ベ ー ス ２ と ベ ー ス に 可 動 的 に 設 け ら れ る 蓋
体 ３ 及 び 稼 動 ア ー ム ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ベ ー ス ２ に Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル ５ を 受 け る 受 け 部 ２ ３ が 設 け ら れ 、 前 記 受 け 部 ２ ３
の 一 端 に 蓋 ３ を 枢 設 す る 第 一 枢 設 部 ２ １ が 設 け ら れ 、 ベ ー ス ２ と 前 記 第 一 枢 設 部 ２ １ の も
う 一 端 に 稼 動 ア ー ム ４ と 枢 設 す る 第 二 枢 設 部 ２ ２ が 設 け ら れ 、 且 つ 、 第 一 枢 設 端 ２ １ と 第
二 枢 設 端 ２ ２ を 垂 直 に 接 続 す る 側 面 に 鉤 ２ ４ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 蓋 体 ３ は 内 部 に 開 口 を 有 す る 矩 形 の 構 成 で あ っ て 、 ベ ー ス ２ の 第 一 枢 設 端 ２ １ に 枢 設 さ
れ る 枢 設 端 ３ １ と 、 枢 設 端 ３ １ と 対 向 す る 一 端 に 位 置 し 且 つ 外 側 へ 伸 び る 鉤 ３ ２ と 、 Ｌ Ｇ
Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル ５ を ベ ー ス ２ に 押 圧 す る ケ ー ス と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ ～ 図 ５ を 参 照 す る と 、 稼 働 ア ー ム ４ は ベ ー ス ２ に 枢 設 さ れ る 枢 設 部 ４ １ と 、 枢 設 部
４ １ か ら 凸 設 さ れ た 押 圧 部 ４ ２ と 、 稼 働 部 ４ ３ と を 備 え 、 前 記 稼 働 部 ４ ３ は ま た 稼 働 部 ４
３ か ら 延 伸 接 続 部 ４ ３ １ と 、 接 続 部 ４ ３ １ の 末 端 か ら 伸 び 且 つ 曲 が る 曲 が り 部 ４ ３ ２ と 、
曲 が り 部 ４ ３ ２ の 末 端 か ら 伸 び る 操 作 部 ４ ３ ３ と を 備 え 、 そ の 中 、 曲 が り 部 ４ ３ ２ は 半 円
形 に さ せ 、 操 作 部 ４ ３ ３ は 接 続 部 ４ ３ １ と 平 行 と さ れ 、 曲 が り 部 ４ ３ ２ と 操 作 部 ４ ３ ３ は
同 一 の 平 面 で あ っ て 且 つ 前 記 曲 が り 部 ４ ３ ２ と 枢 設 部 ４ １ の 平 面 に 対 し て 回 路 基 板 ６ か ら
離 れ る 方 向 に 伸 び 、 そ れ で 、 電 気 コ ネ ク タ １ を 閉 じ る 時 、 操 作 部 ４ ３ ３ と 回 路 基 板 ６ の 距
離 は 接 続 部 ４ ３ １ と 回 路 基 板 ６ の 距 離 よ り 大 き い 。 稼 働 ア ー ム ４ の 枢 設 部 ４ １ は ベ ー ス ２
の 第 二 枢 設 端 ２ ２ に 枢 設 さ れ 、 稼 働 部 ４ ３ を 外 力 に よ っ て 水 平 と 垂 直 位 置 の 間 に 回 転 さ せ
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、 且 つ 、 押 圧 部 ４ ２ を 回 転 さ せ 、 こ う し て 、 蓋 体 ３ の 鉤 ３ ２ を 押 さ え る あ る い は 緩 め る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ と 図 ４ を 参 照 す る と 、 電 気 コ ネ ク タ １ を 開 け る 時 、 稼 働 ア ー ム ４ の 接 続 部 ４ ３ １ が
垂 直 位 置 に あ る 。 Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル ５ が ベ ー ス ２ の 受 け 部 ２ ３ に 取 り 付 け ら れ た 時
、 蓋 体 ３ を 回 転 し 、 ケ ー ス ３ ３ を Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル ５ に 被 せ 、 こ う し て 、 蓋 ３ の 鉤
３ ２ は 稼 働 ア ー ム ４ の 押 圧 部 ４ ２ に ち ょ う ど 向 か わ せ 、 稼 働 部 ４ ３ を 回 転 し 、 押 圧 部 ４ ２
を 蓋 体 ３ の 鉤 ３ ２ に 押 さ え る ま で い っ し ょ に 回 転 さ せ 、 稼 働 ア ー ム ４ の 接 続 部 ４ ３ １ を 水
平 位 置 に さ せ 、 こ う し て 、 稼 働 ア ー ム ４ の 接 続 部 ４ ３ １ が ベ ー ス ２ の 鉤 ２ ４ に 引 っ 掛 け さ
せ る の で 、 動 き を 止 め 、 そ こ で 、 蓋 体 ３ の ケ ー ス ３ ３ を Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル ５ に 押 さ
え て 、 し っ か り と 接 続 す る の に 必 要 な 支 持 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 技 術 を 通 じ て 、 稼 働 ア ー ム ４ の 稼 働 部 ４ ３ に 曲 が り 部 ４ ３ ２ と 操 作 部 ４ ３ ３ が
設 け ら れ 、 曲 が り 部 ４ ３ ２ と 操 作 部 ４ ３ ３ の 平 面 は 接 続 部 ４ ３ １ と 枢 設 部 ４ １ の 平 面 に 対
し て 傾 斜 し て 伸 び 、 電 気 コ ネ ク タ １ を 閉 じ る 時 、 操 作 部 ４ ３ ３ と 回 路 基 板 ６ の 距 離 は 接 続
部 ４ ３ １ と 回 路 基 板 ６ の 距 離 よ り お お き く し 、 こ う し て 、 操 作 空 間 を 大 き く さ せ 、 操 作 者
に 稼 働 ア ー ム ４ の 操 作 部 ４ ３ ３ を 容 易 に 制 御 さ せ 、 そ こ で 、 操 作 者 が 回 路 基 板 ６ あ る い は
他 の 電 気 素 子 に 触 れ る こ と は 免 れ ら れ 、 操 作 に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 総 じ て 、 本 発 明 の 多 数 の 特 徴 及 び 長 所 な ど 、 そ の 構 造 及 び 機 能 が 共 に 前 述 の 記 載 に よ り
掲 げ ら れ て い る 。 ま た 前 記 の 説 明 は 、 本 発 明 に 基 づ き な し う る 細 部 の 修 正 或 は 変 更 な ど 、
い ず れ も 本 発 明 の 請 求 範 囲 に 属 す る も の と す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 一 種 の 電 気 コ ネ ク タ に 関 し 、 特 に Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル と 回 路 基 板 と を 電
気 的 に 接 続 す る た め に 用 い ら れ 、 且 つ 、 よ り 良 好 な 操 作 性 能 を 持 っ て い る 電 気 コ ネ ク タ に
関 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ は 開 放 状 態 に あ る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 電 気 コ ネ ク タ 閉 鎖 状 態 に あ る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ は 閉 鎖 状 態 に あ る 側 面 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 電 気 コ ネ ク タ
　 ２ 　 ベ ー ス
　 ３ 　 蓋
　 ４ 　 稼 働 ア ー ム
　 ５ 　 Ｌ Ｇ Ａ チ ッ プ モ ジ ュ ー ル
　 ６ 　 回 路 基 板
　 ２ １ 　 第 一 枢 設 端
　 ２ ２ 　 第 二 枢 設 端
　 ２ ３ 　 受 け 部
　 ３ １ 　 枢 設 端
　 ３ ２ 　 鉤
　 ３ ３ 　 ケ ー ス
　 ４ １ 　 枢 設 部
　 ４ ２ 　 押 圧 部
　 ４ ３ 　 稼 働 部
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　 ４ ３ １ 　 接 続 部
　 ４ ３ ２ 　 曲 り 部
　 ４ ３ ３ 　 操 作 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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